
≪発表のテーマ≫ 
　空き家関連制度の効果的周知　～便乗でコスト削減～

　従来は、業務改善事例を募集しての庁内改善大会を開催していま
したが、今年度は、全課１件以上の業務改善事例募集及び全職員１
件の職員提案募集を行いました。
　今回大会では、業務改善事例の中から選定した事例を発表します。
　これからも様々な手法で庁内の改善意識高揚を図り、改善を続け
ます！

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

出水市
【人　口】 ５２，１９２人（Ｒ4.12.1現在）
【面　積】 ３２９．９８平方キロメートル
【職員数】       ９２６人（Ｒ4.4.1現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

若手職員の気づき・工夫が改善
につながった事例です。
改善に対する熱い思いを全国の
仲間と共有してきてください。

　空き家の所有者に対して、空き家に関連する事業や補助制度を周
知し、空き家の適正な管理を促すため、分かりやすいチラシを作成
しました。
　また、チラシを固定資産税納税通知書に同封したり、高齢者大学
の学習会へ訪問し啓発活動を行ったり等、他部署の事業と連携しコ
ストをかけずに空き家関連制度の周知を行いました。
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部署名 鹿児島県出水市　建設部住宅課

　 タイトル
空き家関連制度の効果的周知

～便乗でコスト削減～
　

　

改善前
【Before】

◯　適正に管理されていない空き家（草木の繁茂・老朽化等）について、

　近隣住民から相談が多数寄せられています。

◯　空き家に関する事業や補助制度については、

　市ホームページや広報誌等で周知を図っていま

　すが、市外在住者は自分から調べない限り情報

　が得られない状況でした。

◯　空き家バンク制度について、窓口でチラシを

　配布していますが、文字中心で手に取られにく

　いデザインでした。

　

　 　

空き家バンクチラシ(旧)



　

取組内容

〇　新たにチラシを作成しました！

　・　空き家に関連する各制度ごとにチラシがあり、問い合わせ先もバラバラ
　　だった。そこで、空き家バンクチラシを新規作成し、そこに便乗。
　　表面は空き家バンク制度の紹介、裏面には住宅の解体の補助金制度等、空
　　き家を管理する上で役立つ情報を載せた。
　・　内容は簡潔にまとめ、詳細については各ホームページで確認できるよう
　　ＱＲコードを記載した。
　・　空き家を放置した場合のリスクについて、イラストで説明。

　・　デザインは封筒から取り出したときや、窓口に設置したときに視認性が
　　良いよう３つ折り仕様とした。

〇 固定資産税納税通知書に同封しました！ 

　・　税務課に協力いただき、６月の固定資産税納税通知書発送に便乗。
　　　上記チラシを同封した。（R4年度は県外在住者を対象とした。）

〇 高齢者大学の学習会へ訪問しました！ 

　・　生涯学習課に協力いただき、高齢者大学の学習会（計３か所）に便乗。
　　すきま時間（５分程度）を利用して空き家関連制度の紹介や、空き家を増
　　やさないための“終活”の取り組みを紹介した。

　・　上記チラシの文字サイズをさらに大きく作り直し配布した。

 



　

取組内容

 

 

チラシ表面



　

取組内容

 

 

チラシ裏面



　

取組内容

 

 

窓口設置イメージ



 

効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

　〇　チラシを見た方から空き家の管理・活用方法に関する問合せが増加

　　　令和４年６～８月 ２５件
　　※令和３年６～８月 １２件
 

　・　固定資産税納税通知書へのチラシ同封や、高齢者大学への訪問等、
　　既存事業との組み合わせで、コストを抑え効果的な周知ができた。

　・　問合せへの対応については若干の事務負担増加となったが、今後も
　　様々なアプローチで空き家の適正な管理を促すことにより、将来的な
　　管理不全空き家の減少を期待する。

　・　部署の垣根を越えた連携で“最小の経費で最大の効果”を目指す。

　

 


